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１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 3,826 44.4 412 － 339 － 282 －

22年３月期第１四半期 2,650 － △566 － △656 － △657 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 34 72 － －

22年３月期第１四半期 △80 97 － －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 22,850 6,151 26.9 757 16

22年３月期 22,835 5,882 25.8 723 98

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,150百万円 22年３月期 5,880百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － － 0 00 － － 0 00 0 00

23年３月期 － － 　    

23年３月期（予想）  0 00 － － 3 00 3 00

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 7,000 21.6 350 － 300 － 300 － 36 93

通期 14,500 16.9 490 － 370 － 370 － 45 55

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無

KUSAKABE
スタンプ



４．その他（詳細は、添付資料３ページ「２．その他の情報」をご覧下さい。）

（１）当四半期中における重要な子会社の異動　：無

新規　　　－社　（社名）　　　　　　　　　　　　、除外　　　－社　（社名）

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　会計基準等の改正に伴う変更：有

②　①以外の変更　　　　　　　：有

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

（４）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 8,143,390株 22年３月期 8,143,390株

②　期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 20,720株 22年３月期 20,720株

③　期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,122,670株 22年３月期１Ｑ 8,122,670株

※　四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中です。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期の連結業

績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。　
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間の世界経済は、中国を中心に景気回復の動きが見られるものの、欧米ではギリシャ危

機に端を発する財政赤字や信用不安の顕在化および雇用情勢の悪化が続くなど、本格的な回復にはまだ先行き不透

明な状況が続いております。

　日本経済は、個人消費や生産に持ち直しの動きが見られるなど自律的な回復の基盤は整いつつあるものの、失業

率が高水準で推移するなど、厳しい状況が続いております。

　当社グループの主要関連業界であるエレクトロニクス業界は、中国を始めとした新興国向け家電の需要継続と政

府のエコポイント制度などの景気対策を背景に回復が続いておりますが、液晶テレビを始め低価格化が進むなど、

厳しい状況が続いております。　　

  また、汎用化学品業界は、需要に回復の兆しが見え始めております。

　このような状況の中、当社グループは顧客との関係強化に努め、新規製品の開発や既存製品の拡販に取り組んだ

結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は3,826,859千円（前年同期比＋1,176,731千円、＋44.4%）となりました。

　損益面では、引き続き総経費削減や原価低減活動等のコスト対策に努めており、営業利益は412,391千円（前年同

期比＋978,859千円）、経常利益は339,645千円（前年同期比＋995,788千円）、当期純利益は282,039千円（前年同

期比＋939,763千円)となりました。

【感光性材料事業】

　液晶用途向け感光性材料は、主に中国向け需要の増加に牽引され、回復が続いております。また、半導体用途向

け感光性材料も売上の回復が続きました。イオン液体・電解液は、精力的な需要開拓を進めております。

　以上の結果、同事業の売上高は2,035,810千円（前年同期比＋699,074千円、＋52.3％）となりました。

【化成品事業】

　香料材料部門は、世界経済の回復を背景に、需要環境は引き続き堅調に推移しております。また、グリーンケミ

カル部門は、高付加価値品と溶剤リサイクルを中心に市場開拓を進め、電子材料業界を中心に需要の回復が続いて

おります。ロジスティック部門は、顧客満足度の維持・向上に努めた結果、タンク契約率は高水準を維持するとと

もに、荷動き量も増加傾向にあります。

　以上の結果、同事業の売上高は1,791,048千円（前年同期比＋477,657千円、＋36.4％）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は22,850,412千円となり、前連結会計年度末に比べて14,898千円の

増加となりました。

　流動資産は7,993,803千円で、前連結会計年度末に比べて405,554千円の増加となりました。これは主に受取手形

及び売掛金339,396千円の増加によるものであります。

　固定資産は14,856,609千円で、前連結会計年度末に比べて390,655千円の減少となりました。これは主に減価償却

に伴う有形固定資産315,533千円の減少によるものであります。

　流動負債は10,214,227千円で、前連結会計年度末に比べて256,929千円の増加となりました。これは主に支払手形

及び買掛金232,882千円の増加によるものであります。

　固定負債は6,484,730千円で、前連結会計年度末に比べて511,250千円の減少となりました。これは主に長期借入

金550,610千円の減少によるものであります。

　純資産合計は6,151,454千円で、前連結会計年度末に比べて269,219千円の増加となりました。これは主に利益剰

余金282,039千円の増加によるものであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間の当社グループ業績は売上高並びに利益の各段階で予定を上回りましたが、第２四半

期以降の連結業績予想は、ギリシャ危機に端を発した一部欧米諸国の財政赤字や信用不安の拡大、また急激な円高

の進行が懸念されるなど、業績は依然として予断を許さない状況が続くものと予想されます。

  これらの状況を総合的に判断し、平成22年５月11日発表「平成22年３月期　決算短信」における第２四半期連結

累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計期間末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

　①会計処理の変更

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用

しております。

　これにより、当第１四半期連結会計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ466千円減少し、税金等調整前四半

期純利益は12,343千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は56,163千

円であります。

　②表示方法の変更

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第5号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,443,835 1,329,473

受取手形及び売掛金 2,573,424 2,234,028

商品及び製品 2,865,875 2,816,627

仕掛品 95,196 97,445

原材料及び貯蔵品 960,619 1,014,764

その他 57,439 98,180

貸倒引当金 △2,587 △2,271

流動資産合計 7,993,803 7,588,249

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,286,486 5,369,149

機械装置及び運搬具（純額） 3,273,265 3,488,952

土地 4,410,875 4,410,875

建設仮勘定 570,793 563,867

その他（純額） 290,653 314,763

有形固定資産合計 13,832,074 14,147,608

無形固定資産   

のれん 23,809 24,572

その他 513,935 549,899

無形固定資産合計 537,744 574,472

投資その他の資産   

その他 497,573 535,966

貸倒引当金 △10,783 △10,781

投資その他の資産合計 486,790 525,184

固定資産合計 14,856,609 15,247,265

資産合計 22,850,412 22,835,514
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,041,928 1,809,046

短期借入金 7,352,440 7,300,440

未払法人税等 16,078 26,462

引当金 101,568 190,133

その他 702,211 631,215

流動負債合計 10,214,227 9,957,298

固定負債   

長期借入金 4,855,500 5,406,110

退職給付引当金 896,658 890,777

その他の引当金 94,014 91,869

その他 638,557 607,223

固定負債合計 6,484,730 6,995,980

負債合計 16,698,958 16,953,278

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,618,888 1,618,888

資本剰余金 1,541,589 1,541,589

利益剰余金 3,012,101 2,730,062

自己株式 △12,578 △12,578

株主資本合計 6,160,000 5,877,961

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,875 2,668

評価・換算差額等合計 △9,875 2,668

少数株主持分 1,329 1,605

純資産合計 6,151,454 5,882,235

負債純資産合計 22,850,412 22,835,514
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,650,128 3,826,859

売上原価 2,749,092 2,899,920

売上総利益又は売上総損失（△） △98,964 926,939

販売費及び一般管理費 467,503 514,548

営業利益又は営業損失（△） △566,467 412,391

営業外収益   

受取利息 384 121

受取配当金 3,268 3,411

その他 12,028 4,739

営業外収益合計 15,681 8,272

営業外費用   

支払利息 43,786 36,541

為替差損 － 42,780

休止固定資産減価償却費 28,590 －

その他 32,979 1,695

営業外費用合計 105,356 81,017

経常利益又は経常損失（△） △656,142 339,645

特別損失   

固定資産除却損 381 1,093

投資有価証券評価損 － 25,877

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,876

特別損失合計 381 38,848

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△656,524 300,797

法人税、住民税及び事業税 1,660 1,659

法人税等調整額 △459 17,374

法人税等合計 1,200 19,034

少数株主損益調整前四半期純利益 － 281,763

少数株主損失（△） － △275

四半期純利益又は四半期純損失（△） △657,724 282,039
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△656,524 300,797

減価償却費 539,465 452,112

のれん償却額 763 763

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,876

引当金の増減額（△は減少） △67,798 △80,221

受取利息及び受取配当金 △3,652 △3,532

支払利息 43,786 36,541

固定資産除却損 381 1,093

売上債権の増減額（△は増加） △454,419 △339,396

たな卸資産の増減額（△は増加） 770,921 7,147

仕入債務の増減額（△は減少） △260,521 232,882

未払又は未収消費税等の増減額 170,333 △29,205

その他 45,919 200,250

小計 128,655 791,108

利息及び配当金の受取額 3,652 3,433

利息の支払額 △38,302 △34,508

保険金の受取額 265,751 －

補償金の受取額 50,000 －

法人税等の支払額 △3,940 △6,639

営業活動によるキャッシュ・フロー 405,818 753,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △723,406 △79,678

有形固定資産の除却による支出 △95 －

無形固定資産の取得による支出 △40,889 △30,428

投資有価証券の取得による支出 △147 △147

貸付けによる支出 － △2,000

貸付金の回収による収入 79 151

投資活動によるキャッシュ・フロー △764,459 △112,102

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 4,030,000 2,150,000

短期借入金の返済による支出 △2,520,000 △2,048,000

長期借入金の返済による支出 △610,560 △600,610

リース債務の返済による支出 △19,513 △19,297

配当金の支払額 △118 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー 879,807 △517,921

現金及び現金同等物に係る換算差額 135 △9,007

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 521,302 114,362

現金及び現金同等物の期首残高 539,928 829,473

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,061,230 943,835
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（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）  

 
感光性材料事

業
（千円）

化成品事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,336,736 1,313,391 2,650,128 － 2,650,128

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 14,160 14,160 (14,160) －

 計 1,336,736 1,327,552 2,664,288 (14,160) 2,650,128

 営業損失（△） △457,605 △108,861 △566,467 － △566,467

（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

（1）感光性材料事業　　　半導体用感光性材料、液晶表示装置用感光性材料、電池材料ならびに電気二重層材

料等、フォトレジスト用現像液

（2）化成品事業　　　　　医薬・香料・塗装・溶剤などの中間体、化成品の保管・運送

〔所在地別セグメント情報〕

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

〔海外売上高〕

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）  

 アジア 　北米 欧州 　その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 426,556 217,864 123,974 18,160 786,557

Ⅱ　連結売上高（千円）     2,650,128

Ⅲ　連結売上高に占める海外売

上高の割合（％）
16.1 8.2 4.7 0.7 29.7

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。　

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

（1）アジア・・・台湾、韓国、中国、シンガポール　他

（2）北米　・・・米国

（3）欧州　・・・スイス、スペイン、フランス　他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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〔セグメント情報〕

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、本社に共通機能の管理部門を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「感光性

材料事業」及び「化成品事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「感光性材料事業」は、半導体用感光性材料、液晶表示装置用感光性材料、電池材料ならびに電気二重層

材料等、フォトレジスト用現像液を生産しております。「化成品事業」は、医薬・香料・塗装・溶剤などの

中間体の生産ならびに化成品の保管・運送を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

  （単位：千円）　

 
　報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注）感光性材料事業 化成品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,035,810 1,791,048 3,826,859 － 3,826,859

セグメント間の内部売上高又は

振替高
253 211,517 211,771 △211,771 －

計 2,036,064 2,002,566 4,038,630 △211,771 3,826,859

セグメント利益 121,107 291,283 412,391 － 412,391

(注) セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要な事項はありません。

（追加情報）　

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。　

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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